
大腸がんは早期発見が重要

 Prodrome-CRC検査とは

大腸がんのリスク検査

Prodrome-CRC
（プロドローム・シーアールシー）

大腸がんは年々死亡者数が増加しており、年間の死亡者数は５万人を超えるとされて

います。また、初期症状の血便や便通異常などは決して珍しいものではなく、腫瘍が

できていても見落とされがちです。早期で発見すれば「治るがん」と言われています

が、ステージ４まで進行してしまうと生存率が劇的に下がります。

そのため早期発見・早期治療が非常に重要になっております。

血液オプション検査のご案内

大腸がんのリスクを調べる血液検査です。

大腸がん患者の血中で特異的に減少する、

１５種類の長鎖脂肪酸”GTAファミリー” を測定

し、大腸がんのリスクを判別しています。

採血のみの簡単な検査で、早期発見・早期治療

のきっかけとして利用頂くことが可能です。

◎タバコを毎日吸う。
もしくは吸っていた方

◎週に5日以上お酒を飲む方

◎肉料理を好んで食べる方

◎肥満（肥満気味）の方

◎血縁家族に大腸がんに

なった方がいる方

こんな方にオススメします！

大腸

ステージ
5年生存率(%)

(直腸) (結腸)

進行 Ⅳ 13.7 14.5

Ⅲ 69.0 64.6

Ⅱ 79.1 78.6

初期 Ⅰ 89 89.5



検査結果と、結果に対する
評価コメントを記載

検査と結果判定に対する
コメントも記載

報告レポートイメージ

検査に関しての情報と予防する
ためのヒントアドバイス付き

※  Prodrome-CRCは大腸がんのリスクを判定する保険未収載の検査です。
※ 大腸がんの有無をProdrome-CRCの結果のみで判定する目的で行う検査ではありません。
※ 他検査の結果と併せて今後の検査・治療方針の検討にお役立て頂くことをお勧めいたします。

Prodrome-CRCをスクリーニングに用いることで
大腸がんの早期発見・早期治療の可能性を高めることが可能です。

【低リスク】
発見確率

1人/10,000-100,000人

【中リスク】
発見確率

1人/1,000-10,000人

【高リスク】
発見確率

1人/100-1,000人

評価方法


